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Ⅰ．はじめに： 
人は運命的，不条理なものである病気や苦しみ，死に対してどのような態度価値を持って臨む
かによって，その人自身の生き方に影響を与え，他者への関わり方も変化する 1）．では，援助職
を志す看護大学生自身は人生に対してどのような態度価値を持っているのか．「態度価値」とは，
Purpose In Life Test(以下，PIL テスト)の分析方法の中の一つの局面で，「死生観」，「病気苦悩
観」，「自殺観」の 3 評価項目を含み，合計点が態度価値局面の得点になる．菊池 2）の看護学生学
年別 PIL 得点を参考に PIL テスト分析内容を探索的に検討したところ，看護大学生の中で自殺を
真剣に考えたことがある学生が多く存在した． 
Ⅱ．研究目的 
1．PartA16 項目 1,2 段階について，看護学部大学生と社会福祉学部大学生を比較し，「自殺観」
への態度価値を明らかにする．2. 看護大学 1,2 回生（PartA16 項目 1,2 段階）の「態度価値の局
面」(PIL テスト B・C分析)とそれに関連する項目についての分析を行い，死と自殺に対する態度
価値の低い学生の傾向を知り，看護大学生の基本的心性を育む資料とする． 
Ⅲ．研究方法 
 1.対象者：1）A県 B大学看護学部 1，2回生に調査の趣旨を説明し，協力を得られた 1回生 83
名（年齢 18～19 歳，女性のみ），2回生 67 名（年齢 19～20 歳，女性のみ，社会人 1名含む） 
  2）P 県 A 大学社会福祉学部 3回生 120 名，看護学部 3回生 74 名 1）2）ともに無記名 
 2.調査期間：1）2011 年 11 月 2）2011 年 1 月 
 3.調査方法：PIL テストを実施し，研究に同意した学生のみ回収箱に投函するよう説明した． 
   PIL テストとは，Frankl,V.E(1905-1997)のロゴセラピー3)の考えに基づいて Crumbaugh,J.C.ら
によって人生の意味・目的意識を測定する道具として考案された心理検査である．目的 1．は，
社会福祉学部と看護学部で，自殺を考える割合に差があるかχ2検定を行い対比させた．目的 2
では，PartA16 項目(1,2 段階)の学生を選択し，当該学生の PartB・C 部分を PIL マニュアルに沿
って点数化するとともに，PIL データの中から人生の意味・目的意識の「態度価値の局面
PartB(9,11,13)」と関連する PartA（15,16,6,11）を抜粋し検討を加えた．  
 4．梅花女子大学倫理審査委員会に申請し，承認を受けてから実施した(承認番号：0010,0015). 
Ⅳ．結果と考察 
 1. 社会福祉 3回生 n=120 (考えた 12，ない 54)よりも看護 1～3回生 n=227(考えた 54，ない 103)
で看護大学生の方が自殺を本気で考えたことのある者が有意に多かった(p＜0.05).  
2. 自殺を本気で考えた看護大学 1・2回生 37 名は，(1)死はこわくない群(5 名 14%）(2)死はま
あまあこわい群（23 名 62%），(3)死はこわい群（9名 24%）の 3群に分かれた． 
3．生まれてこない方がよかった(1)群 2 名 40%，(2)群 3 名 13%，(3)群 3 名 33%で，なぜ生きて
いるのかわからなくなる(1)群 4 名 80%，(2)群 11名 48%，(3)群 3 名 33%だった． 
4．(1)死はこわくない群は，他の群に比較して，自分の存在の意味について見失うことが多い
群と考えられるので，個別支援の必要がある． 
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